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　事務局より　

【中村事務部長】　これから第8回地域協議会を開催します。院長白尾より報告させて頂きます。

【白尾院長】 　・スライドを使っての説明（別紙資料あり）

　　地域協議会にて院長に求められること

　　第7回地域協議会以降のＪＣＨＯ宮崎江南病院の動き

　　在宅療養後方支援病院

　　ＪＣＨＯ宮崎江南病院の現状

　　　　一般病棟の施設基準状況等

　　MRI2台体制

　　ひまわりネットワーク稼働状況

①病棟稼働率の向上

　　 　　・地域医療支援病院として（MRI2台体制、CT整備）

　　　　 　　　　　・在宅療養後方支援病院として

　　　 　　　　　　・地域包括ケア病棟の急性期としての利用

　　　　　　　　②平成30年度医療・介護同時改定への対策
　　　　　　　　　　・重症度、医療・看護必要度の維持
　　　　　　　　　　・慢性期病棟（回復期リハ・地域包括ケア病棟）算定要件）
　　　　　　　　　　・介護老人保健施設（在宅強化型・リハマネ加算Ⅱ要件）
　　　　　　　　　　・訪問看護ステーション（機能強化型、在宅看取り要件）

【田中委員】 特別新しいことに取り組む必要はないかと思います。
江南病院は今のままで充分だと思います。今、やっていることの内容の充実を図ればいいのではないでしょうか。

【川﨑（基）委員】 セミナーなど回覧板で流され、地域の方が沢山来られてくるということでした。

沢山の方に来ていただくには、どれだけ多くの方の目にされているのかだと思います。

【西田委員】　　在宅療養後方支援病院としての機能が徐々に定着しているところをみると我々としても、非常に助かります。

地域の先生方も在宅医療を勧めるうえで、非常に心強いと思います。

このような働きを今後もしっかりしていただけると、助かります。

【荒武委員】 広報誌のひまわりがセンス良くできているなと思います。

【川﨑（忠）委員】　地域向けの講演会など積極的に行っていると思います。紹介患者増やすためにはこのような
　　　　　　　　　　　活動が効果的ではないかと思います。

【宮本委員】 基本的に病院はライバル関係にあると思っています。切磋琢磨するのもいいと思いますが、今度、医師会病院が

移転することに伴い、これまで紹介していた患者様を、今度どこに紹介するか悩みます。

今、どこの大きな病院も必至でやっていると思います。変な言い方ですが、患者さんの取り合いになった時に、

専門性や、病院の大きさなど、江南病院らしさというのがとても大切になってくると思います。

江南病院が変わる必要性はないとも思いますが、今後の病院方針として考えておく必要があることだと

思います。

　　 　　　　　　　・紹介率向上、救急の受け入れ、新入院患者数の増加
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【岡野委員】 施設基準も大変になってくる。老健の歯科往診に行かせていただいていますが、認知症の方が繰り返し

繰り返し話していることに対応している看護師さんたちをみて本当に大変だと思っています。

今後も笑顔や気配りが大切だと思います。

【巴委員】 方向性を変える必要はないと思います。やはり質を上げていけばいいと思います。
その中で、患者さんを紹介した時に誰が担当ですというFAXは届きますが、患者さんを送った以上は、
どのようになっているのか気になるが、退院した時は退院しましたというFAXしかこない。
紹介した患者さんが来院した時に話が出来ない。ずっとかかっている患者さんを紹介するわけなので。
具体的な病名や処置などを情報提供してもらう細かい気配りが必要だと思います。
そのような質を上げることが大切だと思います。

【前野委員】 在宅療養支援診療所を1人でしています。リスクのある患者さんもいるので後方支援をしていただけるとありがたい。

他の循環器の病院で多岐にわたるバックアップができない。その点で江南病院は広く浅く色々されている。

訪問栄養指導や訪問看護もあり、他にはないいい所がある。強みとして活かしてほしい。

形成外科や整形外科、リハビリもあるので、他の病院に取られることはないだろうと思います。

コメディカルのパワーも利用しながら頑張っていただきたい。

【大安委員】 形成外科は県内でも少なく、長崎大学からの派遣になるので、スタッフの確保やスタッフの質に困ることはあります。

ご迷惑をお掛けしないように頑張っていきます。

【松尾委員】 JCHOからも医師の働き方改革と言われているが、医師の働き方改革が1番難しい。頑張れば頑張るほど

疲弊してしまうが、病院なりに頑張っていこうと思います。

【白尾院長】 病病連携・病診連携を今後もしっかりしていきたい。

病院の中でも明るく、楽しく仕事をしていきたいと思います。

先程巴先生からありました、経過の報告について、数年前までは入院して2週間目の報告をしていましたが

　　　　　　　　　　それが出来ていないため、今後また検討して、次回の4月の協議会で報告していと思います。

【中村事務部長】　　他に意見等はなかったでしょうか。
　　　　　これで地域協議会を終わりたいと思います。

　　　　　　　　　　　　この後は、少しお時間をいただき、当院の訪問栄養指導についてのご紹介をします。

次回開催予定

　　　　平成30年4月17日（火）
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